
災害時被災報告システム

CoCoねっとシステム

特定非営利活動法人 情報セキュリティ研究機構 （略称：NPO‐ROIS）



■私ども、NPO法人ロイズは、国際規格のISO27001の基準に基づく情報セキュリティ管理

体制づくりと、WHO(世界保健機構)のインターナショナルセーフ スクールの基準に基づく

生徒の安全対策を強化するための啓発・普及・支援を行う特定非営利活動法人であり、学校

の安全対策に資することを目的に活動しています。

■3月11日の東日本大地震における首都圏150校の取材から課題を整理し、災害時被災報告

システム『CoCoねっと』を開発し、首都圏の私学協会で運用を進めている『避難校ネット

ワーク』のための情報連絡システム『避難校ネット』の構築を行っております。

（2025年4月現在、東京・神奈川地区650校のネットワークを組んでおります）

NPO法人ロイズ 概要

一般財団法人 東京私立中学高等学校協会、東京私立初等学校協会、一般財団法人 神奈川県私立中学高等学校協会、神奈川県私立小学校協会



１）ネットワーク全体

震度5強以上の地震が発生すると、公的機関（警察・消防・官庁・行政など）に対して優先割付が行われます。

普通回線は、一般電話、携帯電話で９０％の制限がかかります。

これは、主に通話、SMS（ショートメール）の音声通信です。

２）アクセスポイントの制限

無線基地局、交換設備とも、「ふくそう」やシステムダウンを防御するために通信制限がかかります。これは、

主に音声通信の場合で、発着信とも不能確率が大幅に高くなる可能性があります。

一方、Eメール、インターネット接続については、１アクセスポイントのデータ量が増えれば接続は困難に

なりますが（パケ詰まり）、接続自体は可能です。ただし、

①Eメールはメールサーバでデータ積滞からアクセス制限となり、メールの遅延、不達が発生します。

②インターネット接続は、アクセス先サーバがダウンしていない限り利用は可能です(接続回線による)。

※インターネットは、もともとアメリカが軍事目的で、テロや災害に強いネットワークとして開発したものです。

回線さえつながっていれば、世界中どこでも（理論上は）アクセス可能です。

３）停電対策

携帯電話の無線基地は、概ね3時間程度の蓄電池を積んでいます。従って、局地的な停電が起きた場合

でも、3時間は通信可能状態が持続すると思われます。それ以降は、通信不可となる可能性が高くなります。

なお、携帯各社では、蓄電能力を上げる努力と、移動式基地局で停電対策を強化しつつあります。

災害発生時の通信制限・障害について



保護者にとって、災害時被災報告システム「CoCoねっと」が必要な理由

１．防災対策を強化することで、保護者の安心度合いが高まる

※3/11を経験し、携帯電話やメールが地震発生後には使えない可能性が高いことへの対策として導入

※学校外で災害にあった場合、駅等で交通機関がストップするため周辺の避難場所などから、インターネットに

接続できる端末から保護者と「CoCoねっと」で居場所（避難所）など相互連絡が取れる。

※学校の管理サイトにも、児童生徒がどこに避難しているかが登録される。

２．放課後の地震発生時、携帯の通話やメールはほとんど使えない

※インターネットのサイトに直接書き込むので、地震発生後でも、保護者宛に自分の安否情報を遅滞なく登録できる。

※GPS機能端末・電話は、メールでのやり取りのため遅延が発生する可能性が高く、保護者まで生徒児童の位置情報

が伝わらない可能性が高い。

３．インターネット回線が使える端末があれば、保護者に安否を伝えられる

※生徒児童が携帯を持っていなくても、避難所のパソコンや周りの大人の携帯電話からサイトに安否情報を登録できる

ので、保護者と連絡が取れる可能性が高い。

※携帯電話禁止校こそ、災害時に「CoCoねっと」カードを持たせることで、携帯電話を持つ必要なく、保護者と連絡

を取り合える手段を確保できる。



◆保護者は、学校に頼らずとも、学校外にいる生徒の安否が確認できる

・登下校の時間帯に大災害が発生した場合、

保護者は、わが子の安否確認が一番大事なことと言えます。

・その際、「CoCoねっと」を導入していないと、保護者は、まず学校に無事かどうかを確かめたくなります。

・その時、連絡がつかないと不安が募ります。

・「CoCoねっと」を導入している学校の保護者は、学校からの情報に頼らなくても、わが子とタイムラグなく

連絡を取り合える可能性が高まります。

思考回路が、「学校に〇〇してほしい」ではなく「CoCoねっとを活用して自助努力」で連絡を取り合いましょう、

に転換されます。

・防災担当者様においては、学校の外の生徒は「CoCoねっとを活用した自助努力」、学校内にいる生徒の安全確保

に集中できます。

防災担当者にとって、災害時被災報告システム「CoCoねっと」を導入する意義



平常時に利用 災害発生時に活用

災害時連絡体制強化策について

登下校確認メール配信

児童・生徒の登下校時間をメールで把握できる
災害発生時に、初動として、
学校の中にいるのか、学校の外なのかがわかる

災害時被災報告「CoCoねっと」

防犯・防災のための児童・生徒の居場所確認
ツールとして許可している学校が増加している。
※平常時は、ここセコム、どこいるか等やGPS
機能付携帯電話が機能するような環境であり問
題はないが、災害発生時には、ネットワーク環
境が障害となり、情報がとどかない

災害時、学校の外にいる児童・生徒が携帯電話を
持っていなくても、避難所などの係りの人や協力者
に依頼してWEBサイトに居場所・安否を登録、保
護者がサイトにアクセスして把握できる（学校側で
もサーバーで把握できる）
※電話、携帯、メール、各種GPS端末が機能しない
ネットワーク環境下では、唯一活用できる仕組み
※まさかの時の「お守り」システム

GPS機能端末・携帯電話のGPS機能

児
童
・
生
徒
の
居
場
所
確
認

東京私立中学高等学校協会が軸となり、東京初等学校協会、

神奈川県中高協会、神奈川県小学校協会で運用するシステム。

災害発生時に、自校の児童が学校外にいた場合、途中駅周辺の

私立学校に避難することで、学校間の情報ネットワークによって、

どの学校に保護されているのかが自校で把握できる。

ご家庭ごとの防犯対策
（登下校時の安否）
「どこいるか」「ここセコム」
などや、ＧＰＳ付携帯電話は、
平常時、児童生徒の居場所を
把握できる。

『避難校ネット』

連
動



児童・生徒

保護者（父）保護者（母）

※本人ないしは
避難先等の協力者

CoCoねっと
サーバー

＜災害時 児童生徒が学校外にいる＞
家族間で、情報を登録することで、安否などを確
認できる

＜災害時 児童生徒が学校内にいる＞
学校から個々の保護者宛に、学校にいる旨を
登録できる。それに対して、保護者は、
「お迎え可能」などの予定を返信できる

学校担当者

保護者

安否情報
登録

安否確認
登録

安否確認
登録 安否確認

学校連絡への返信

教職員

家族家族
CoCoねっと
サーバー

＜災害時に教職員が帰宅途中など＞

教職員の家族間で、情報を登録することで、

安否などを確認できる

＜災害時 引率などで学校外にいる＞

学校から、引率中の教職員宛に、所在

確認などの報告する旨を登録できる。

それに対して、教職員は、「さいたまアリーナで待機」

などと現状報告を返信できる

学校担当者

引率教職員

安否確認
登録

安否確認
登録

安否確認
登録生徒児童の

安否報告

生徒児童の
安否報告

安否確認要請
避難指示

＜教職員＞

＜児童生徒＞



CoCoねっと 導入事例

【導入事例】
①校務システム等のメール機能を使った各種の連絡は日常的に行っているが、読んでもらえない場合も多いのが実感。災害
時に特化したシステムということで、意識付けができると判断した。(神奈川共学校)

②(大規模)災害発生時に自校生徒が校内に留まっていればよいが、学外や登下校途中、また帰宅後の場合も想定できる。学
内にいれば生徒の安全確保に全力を期すが、学外では限界がある。そう考えた場合、各生徒の家族間で連絡が取りあえ、か
つ学校からもその状況の確認や連絡ができるここねっとは、万が一の場合の管理も安心できると思う。(東京共学校)

③学外にいるときは各生徒に判断を任せてはいるが、状況は把握しておきたい。そのための仕組みとして選定をした。(東京
女子校)

④年々、安全安心に対する新入生の父兄からの要望が増えており、導入に至った。災害時に特化したシステムは「CoCo
ねっと」しかない。(東京女子校)

⑤災害時に、学外にいる生徒は自助努力で対応してもらうことへのサポートをするツールとして導入した。(東京高校共学
校、東京男子校)

⑥毎年、新入生に対して最初にCoCoねっとシステムを説明しており、学校として災害時への備えの姿勢をアピールするた
めにも活用している。(神奈川女子校)

⑦学校は携帯電話禁止のため、災害発生時には周囲の大人にCoCoねっとカードを見せて登録をお願いするように指導して
いる。(東京女子小学校)

【活用事例】
※2011年の震災後の開発で実際の大地震が発生しておらず、その意味での実例はないが、システムを活用した事例としては、
ネットワーク障害時や電話障害時に活用していた家庭がありました。

なお、具体的には、
天候悪化により公共交通機関が大幅に乱れた際、生徒⇔保護者間で「ここねっと」によりお互いの居所の確認ができた(学校
のヒアリングで判明)。(23区内女子校)
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